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お
泊
ま
り
保
育

幼
い
頃
の
楽
し
い
夏
の
思
い
出
は
、

だ
れ
に
で
も
あ
る
と
思
．
い
ま
す
。

町
立
の
保
育
園
で
は
、
来
春
卒
園
者

の
お
泊
ま
り
保
育
を
今
年
も
七
月
二
十

日
に
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
園
児

に
一
晩
で
も
親
元
を
別
れ
て
、
社
会

性
、
独
立
性
、
協
調
性
な
ど
を
養
っ
て

も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
こ
第
三
保
育
園
で
は
、
夕
方
に
全

員
の
該
当
園
児
が
集
合
し
、
火
が
は
い

り
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
が
は
じ
ま

り
ま
す
。
園
庭
で
大
き
く
も
え
あ
が
る

火
を
真
申
に
し
て
、
歌
い
、
手
を
た
た

き
ま
す
。
そ
し
て
、
花
火
大
会
、
肝
だ

め
Ｌ
な
ど
、
夜
の
行
事
を
十
分
に
満
興

し
ま
す
。

園
児
た
ち
は
、
生
ま
れ
て
始
め
て
の

外
泊
の
子
も
い
て
、
べ
そ
を
か
い
て
い

る
子
、
そ
れ
を
慰
め
て
い
る
子
、
興
奮

し
て
い
る
子
、
は
し
ゃ
い
で
い
る
子
な

ど
、
お
泊
ま
り
保
育
で
し
か
得
ら
れ
な

い
貴
重
な
経
験
を
修
得
し
ま
し
た
。

盆
休
み

8
月
1
4
日
・
1
5
日
は
盆
休
み

の
た
め
役
場
業
務
、
ゴ
ミ
収

集
、
し
尿
汲
取
り
を
休
み
ま

す
。
机
山
荘
は
、
8
月
1
2
日
～

1
6
日
ま
で
休
館
し
ま
す
。

八月は通路を守る月間一汚さず、こわさず、いつもきれいに／
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農
業
者
年
金
と
は

農
業
者
年
金
は
、
被
保
険
者
で
あ
る

農
業
者
が
老
齢
に
な
り
他
の
農
家
や
、

自
分
の
後
継
ぎ
に
経
営
移
譲
を
し
た
場

合
に
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間
に
応
じ

た
経
営
移
譲
年
金
を
6
0
歳
か
ら
支
給
す

る
と
と
も
に
、
6
5
歳
以
後
は
、
経
営
移

譲
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
農
業
者
老
齢

年
金
を
支
給
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。加
入
で
き
る
資
格
は

加
入
で
き
る
人
に
は
、
①
法
律
上
当

然
に
被
保
険
者
と
な
る
当
然
被
保
険
者

と
㊥
本
人
の
加
入
の
申
出
に
よ
り
被
保

険
と
な
る
任
意
被
保
険
者
と
が
あ
り
、

共
通
資
賂
壷
件
が
い
り
ま
す

①
国
民
年
金
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と

㊥
大
正
5
年
1
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
あ
る
こ
と

㊥
6
0
歳
に
達
す
る
月
の
前
月
ま
で
の
被

保
険
者
期
間
等
が
2
0
年
以
上
と
な
る

人
で
あ
る
こ
と

個
別
の
資
料
要
件

被　 保　 険　 者　 の　 橙　 顔 資　 格　 要　 件

・当然加入被保険者 農業経営主 自己名魂の農地等の面積が50アール （2ヘクタール）以上

任意加入被保険者

農業経営主
①自己名義の農地等の面積が30～50アール（1°～2ヘクタール）

②年間の農業労働時間が700時間以上

農 業生産

法　 人　 の

構　 成　 月

①農業の常時従事者

① （臥 孟誓 芸等芸醐 当蜘 濃の農地等の瑚 ）

が50アール （2ヘクタール）以上

後　 継．老

①自己名義の農地等の面積が50アール．（2！＼タタール）以上あ

農業経営主の直系卑属のうち当課経営主が指定する1 人

（む農業従事経験が3 年以上

な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
保
険
料
の

時
効
と
の
関
係

で
、
加
入
の
届

出
を
し
て
保
険

料
を
納
付
し
て

も
す
で
に
年
金

給
付
に
結
び
つ

か
な
く
な
っ
て

竹
風
荘
は
、
厚
生
年
金
保
険
の
福
祉

施
設
と
し
て
、
厚
生
年
金
受
給
者
の
か

た
が
た
の
安
定
と
福
祉
の
増
進
を
図
り

余
生
を
楽
し
く
過
ご
し
、
ま
た
、
そ
の

他
一
般
の
か
た
に
も
心
身
の
保
護
に
役

立
つ
よ
う
建
て
た
も
の
で
、
こ
の
経
営

は
、
財
団
法
人
厚
生
団
に
委
託
さ
れ
て

い
ま
す
。
長
期
入
居
（
通
称
老
人
ホ
ー

ム
）
が
目
的
で
す
が
短
期
保
養
も
で
き

る
低
料
金
の
有
料
施
設
で
す
。

入
居
で
き
る
か
た
は
、
厚
生
年
金
の

受
給
者
と
そ
の
配
偶
者
で
、
男
子
は
6
0

歳
以
上
、
女
子
は
5
5
歳
以
上
で
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
竹
風
荘
（
魯
6

5

1

－

6

1

7

0

）

ま

で

。

た
だ
し
、
大
正
5
年
か
ら
大
正
9
年

ま
で
の
人
で
、
生
ま
れ
た
年
に
よ
っ
て

期
間
短
縮
の
措
置
が
あ
り
ま
す
。

早
く
お
さ
め
な
け

れ
ば
損
で
す

特

別

納

付

保
険
料
は
、
納
付
期
限
か
ら
2
年
を

過
ぎ
る
と
時
効
が
完
成
し
、
納
め
ら
れ

い
る
当
然
加
入
資
格
者
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
昭
和
5
3
年
の
法
律
改
正

に
よ
り
昭
和
亜
年
1
月
か
ら
5
1
年
6
月

ま
で
の
期
間
の
被
保
険
者
間
に
つ
い
て

の
時
効
完
成
保
険
料
を
特
例
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に

伴
い
、
こ
れ
ら
の
人
も
加
入
の
届
出
を

し
て
特
例
納
付
す
る
と
年
金
を
受
給
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
人
は
、
す
ぐ
に
加
入
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
こ
れ
か
ら
加
入
の
届
出
を
し
て
さ
か

の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
保

険
料
は

昭
和
4
6
年
1
月
か
ら
5
1
年
6
月
ま
で

の
間
の
被
保
険
者
期
間
に
つ
い
て
の
時

効
完
成
保
険
料
と
、
昭
和
5
2
年
1
月
以

降
の
被
保
険
者
期
間
に
つ
い
て
の
保
険

料
で
納
付
の
と
き
に
時
効
が
完
成
し
て

い
な
い
も
の
で
す
。

○
加
入
の
届
出
を
し
て
時
効
完
成
保
険

料
を
特
例
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
昭
和
5
4
年
1
2
月
3
1
日
ま
で
で
す
。

○
時
効
完
成
保
険
料
の
特
例
納
付
の
顎

は1
月
に
つ
き
3
千
6
百
円
で
す
。

ぬ
れ
手
で
プ
ラ
グ
に

ふ
れ
な
い
よ
う
に

手
や
足
元
が
濡
れ
て
い
る
と
、
た
と

え
1
0
0
ボ
ル
ト
で
も
、
電
気
に
ふ
れ

る
と
感
電
死
し
ま
す
。

水
仕
事
で
忙
し
い
と
き
は
、
う
っ
か

り
し
て
濡
れ
手
で
器
具
に
ふ
れ
か
ね
ま

せ
ん
。
く
れ
ぐ
れ
も
、
手
は
よ
く
拭
い

て
、
プ
ラ
グ
や
ス
イ
ッ
チ
に
ふ
れ
る
よ

う
、
習
慣
を
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

電
気
に
つ
い
て
の
相
談
は
、
（
財
）
保

安
協
会
北
九
州
支
部
（
魯
5
2
1
－
8

5

5

6

）

ま

で

。

年金の知識は財産です、わからないことは年金係まで
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七
月
二
十
三
・
四

日
、
小
倉
三
萩
野
球

場
で
全
日
本
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
県
野
球
大

会
が
行
な
わ
れ
、
見

事
、
伊
左
座
ヤ
ン
キ

ー
ス
が
県
下
の
強
豪

チ
ー
ム
を
し
り
ぞ

け
、
県
代
表
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
国

際
児
童
年
を
記
念
し

て
、
今
年
か
ら
始
め

ら
れ
た
意
義
あ
る
試

合
。
町
内
か
ら
全
国

県
大
会
　
へ

町
代

表

2

6

名

が ㌢

／

亨

大
会
に
出
場
す
る
の
は
、
都
市
対
抗
野

球
の
日
炭
チ
ー
ム
以
来
二
十
年
ぶ
り
と

あ
っ
て
、
野
球
フ
ァ
ン
は
大
変
な
喜
こ

び
よ
う
。

選
手
た
ち
は
、
毎
日
猛
暑
の
な
か
、

伊
左
座
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
、
四
時
よ

り
球
が
見
え
な
く
な
る
ま
で
、
力
の
限

り
ガ
ン
バ
ッ
テ
い
ま
す
。
ど
う
か
町
民

の
み
な
さ
ん
も
、
選
手
た
ち
に
温
い
激

励
、
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
全
国
大

会
は
、
八
月
十
九
日
～
二
十
三
日
ま
で

愛
知
県
青
少
年
公
園
球
場
で
行
な
わ
れ

ま
す
。伊
左
座
ヤ
ン
キ
ー
ス
の
ご
健
闘
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

七
月
二
十
九
日
、
遠
賀
中

学
校
で
郡
民
水
泳
大
会
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。各
校
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
か
ら
五
十

名
が
町
代
表
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

各
選
手
は
、
自
己
の
最
高
記
録
を
破

る
奮
闘
を
し
、
昨
年
の
十
一
名
を
大
き

く
上
回
る
二
十
五
名
が
、
八
月
二
十
六

日
、
福
間
厚
生
年
金
プ
ー
ル
で
行
な
わ

れ
る
県
大
会
に
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た

代
表
選
手
は
次
の
と
お
り
で
す
。

。
Ｂ
級
男
5
0
例
自
由
型

遠
坂
裕
、
鈴
木
宏
高
、
大
津
博
喜

沢
辺
宰
蔵

。
Ｂ
級
女
5
0
沼
自
由
型

大
冊
ひ
ろ
み
、
武
下
記
子
、
渡
辺
珠

美
、
井
上
知
津
子
、
花
本
智
代
子
、

三
浦
展
代
、
竹
之
内
恵

。
Ｃ
級
男
5
0
桝
自
由
型

竹
内
利
夫
、
森
田
敏
明
、
瓜
生
昇
、

新
垣
博
幸
、
井
上
孝
次

。
Ｃ
級
女
5
0
肌
自
由
型

明
瀬
Ｌ
と
み
、
武
下
美
香
、
譲
田
恵

子
、
坂
井
好
美
、
原
田
明
子

。
Ｃ
級
男
5
0
桝
平
泳

井
上
孝
昭
、
新
垣
博
幸
、
浦
田
賢
治

。
Ｄ
級
男
5
0
抑
自
由
型

山
下
政
二

机
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

先
輩
が
イ
ン
タ
ハ
イ
に

全
国
高
校
総
合
体
育
大
会
（
イ
ン
タ

ハ
ィ
）
九
州
大
会
が
七
月
二
十
七
日
か

ら
三
日
間
、
熊
本
市
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
に
机
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

月
十
九
日
猪
熊
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
ふ
だ
ん
運
動
す
る
機
会
が
少
な
い
わ

り
に
は
、
運
動
神
経
が
よ
く
、
一
球
一

打
に
回
り
か
ら
大
変
な
歓
声
が
わ
き
、

勝
敗
ぬ
き
の
楽
し
い
談
話
試
合
。

さ
て
結
果
の
方
は
、
練
習
に
勝
る
地

元
猪
熊
勢
が
大
変
強
く
、
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
四
チ
ー
ム
は
、
全
て
猪
熊
、
猪

熊
町
住
の
決
戦
と
な
り
ま
し
た
。

優
勝
旗
は
、
猪
熊
Ａ
チ
ー
ム
が
昨
年

に
拭
き
手
中
に
収
め
ま
し
た
。
来
年

は
、
他
チ
ー
ム
の
ご
奮
闘
を
期
待
し
ま

す
。

出
身
の
泉
清
君
（
東
筑
高
）
、
野
村
久

寿
美
・
由
美
さ
ん
（
折
尾
高
）
が
県
代

表
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

真
鍋
コ
ー
チ
に
よ
り
ま
す
と
、
三
二

人
と
も
小
学
校
時
代
は
、
あ
ま
り
速
い

方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し

努
力
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
で
し
た
〟
と
の

評
。
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
諸
君
〃
‥
先

輩
に
負
け
な
い
よ
う
ガ
ン
バ
ッ
テ
く
だ

さ
い
。

第2　回
高令者
ゲートボーノレ大会

昨
年
か
ら
お
年
寄

り
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
始
め
ら
れ
た
こ
の

大
会
、
楽
し
み
に
さ

れ
て
い
る
か
た
も
ふ

え
、
盛
会
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
今
年

は
、
雨
天
続
き
で
噸

延
さ
れ
、
や
っ
と
七

税
金
は
納
期
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

国
民
健
康
保
険
税
・
町
県
民
税

2
期
分
…
8
月
3
1
日
ま
で

夏休みは事故のないよ　う楽し　く過ごしましょ　う
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国
土
調
査…
大
字
古
賀
・
帆
…

町
で
は
、
昭
和
五
十
年
度
か
ら
玉
か

年
計
画
で
国
土
調
査
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
最
終
年
次
に
な
り
、

大
字
古
賀
、
机
の
調
査
に
入
り
ま
す
。

国
土
調
査
は
　
正
確
な
調
査
・
測
量

に
よ
っ
て
皆
さ
ん
の
土
地
が
、
新
し
く

登
記
さ
れ
る
大
事
な
調
査
で
す
。
調
査

に
入
る
前
に
、
隣
地
の
か
た
と
境
界
を

は
っ
き
り
さ
せ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

古
賀
地
区
の
か
た
も
調
査
前
に
説
明

会
を
行
い
ま
す
。
（
各
自
に
通
知
）

交

通

規

制

…

3

号

繚

国
道
3
号
線
の
拡
幅
工
事
に
伴
い
、

頃
末
・
立
屋
敷
間
を
8
月
1
0
日
よ
り
昭

和
5
5
年
3
月
3
1
日
ま
で
交
通
規
制
を
行

い
ま
す
。
規
制
方
法
は
、
上
り
線
交
通

止
、
下
り
線
が
対
面
交
通
と
な
り
ま
す

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

交
通
事
故
相
談

▼
平
日
　
9
時
3
0
分
～
1
6
時
3
0
分

土
曜
　
9
時
3
0
分
～
1
2
時

▼
弁
護
士
相
談
日

毎
週
金
曜
　
1
3
時
～
1
6
時

▼
場
所
　
小
倉
北
区
明
治
生
命
小
倉
ビ

ル
八
階
　
小
倉
調
査
事
務
所
　
相
談

は
無
料
で
す
、
遠
慮
な
く
。

共
同
企
業
体
入
札
、

資
格
申
請
書
の
受
付

▼
受
付
期
間
　
8
月
1
日
～
8
月
2
0
日

（
た
だ
し
、
日
曜
と
土
曜
の
1
2
時
以

降
は
除
く
）

▼
受
付
場
所
　
役
場
財
政
係

簿
記
教
室
開
講

商
工
会
で
は
、
町
内
の
商
工
業
経
営

者
や
経
理
事
務
担
当
者
の
た
め
に
簿
記

教
室
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

▼
期
間
　
8
月
2
1
日
Ｈ
ｌ
【
1
0
月
3
1
日
ま
で

毎
週
月
・
木
曜
日

午
後
6
時
3
0
分
～
9
時

▼
場
所
　
水
巻
町
商
工
会
館
（
頃
末
）

▼
受
講
料

○
商
工
会
加
入
者
－
5
千
円

〇
一
般
　
　
　
－
7
千
円

申
込
は
8
月
1
7
日
ま
で
に
商
工
会
へ

福
岡
県
職
え
募
集

▼

受

付

期

間

　

9

月

1

円

7

9

月

2

0

日

▼
受
験
資
格

○
初
級
　
昭
和
3
1
年
4
月
2
日
～
3
7
年

4
月
2
日
に
生
ま
れ
た
男
女

○
中
級
　
昭
和
2
9
年
4
月
2
日
～
3
5
年

4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
男
女

▼
試
験
日
　
1
0
月
1
4
日
（
日
曜
）

申
込
用
紙
は
福
岡
県
人
事
委
員
会
事

務
局
－
福
岡
市
博
多
区
川
端
町
2
1
5

西
銀
博
多
ビ
ル
内
（
審
0
9
2
・
2
9

1

・

3

0

6

7

）

ま

で

。

世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の

た
め
の
ポ
ス
タ
ー
募
集

い
ま
、
日
本
の
農
林
業
は
国
民
生
活

に
と
っ
て
最
も
必
要
な
食
糧
の
安
定
供

給
並
び
に
国
士
及
び
自
然
環
境
の
保
全

と
い
う
大
き
な
使
命
を
担
っ
て
い
ま
す

そ
こ
で
、
来
年
の
二
月
一
日
に
行
わ

れ
る
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
ポ
ス
タ

ー
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

▼
内
容

○
明
る
く
農
家
・
林
家
に
理
解
さ
れ
や

す
い
も
の

○
次
の
文
字
を
必
ず
入
れ
る

「
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
　
「
昭
和

五
十
五
年
二
月
二
日
」
　
「
農
林
水
産

省
」

○
大
き
さ
　
た
て
7
2
捌
、
よ
こ
5
1
戊

○
文
字
を
含
め
5
色
以
内

▼
締
切
　
9
月
3
日

く
わ
し
い
こ
と
は
役
場
企
画
係
ま
で

不
起
訴
処
分
に
不
満
の
か
た

は
気
軽
に
審
査
申
立
て
を

詐
欺
、
お
ど
し
、
傷
害
、
暴
行
、
交

通
事
故
な
ど
の
被
害
を
う
け
、
警
察
や

検
察
庁
に
訴
え
た
が
裁
判
に
か
け
て
く

れ
な
い
。
1
－
－
こ
ん
な
不
満
を
も
っ
て

い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。
そ
う
い
う
万

は
そ
の
ま
ま
泣
き
寝
入
り
し
な
い
で
検

察
審
査
会
に
相
談
く
だ
さ
い
。
犯
罪
を

告
訴
、
告
発
し
た
人
や
犯
罪
に
よ
っ
て

害
を
う
け
た
人
で
検
事
の
不
起
訴
処
分

に
不
服
の
あ
る
方
は
だ
れ
で
も
審
査
申

立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
申
立

の
費
用
は
無
料
で
く
わ
し
く
は
小
倉
検

察
審
査
会
事
務
局
（
小
倉
北
区
金
田
一

丁
目
福
岡
小
倉
支
部
魯
5
6
1
・
3
4

3
1
）
ま
で
。

「
水
巻
音
頭
」

レ
コ
ー
ド
発
売
中

盆
踊
り
で
活
躍
し
て
い
ま
す
、
ふ
る

さ
と
水
巻
の
う
た
「
水
巻
音
頭
」
を
発

売
し
て
い
ま
す
。
一
枚
七
百
円
で
す
。

希
望
者
は
役
場
庶
務
係
ま
で
。

戦没者の

追悼式と盆供養
15日正午……黙とうを

国では、8月15日に戦没者の追悼式
を行います。町でもこの日の正午にサイレンを鳴らします
ので、黙とうをされますようお願いします。

また、遺族会では、8月16日午後五時から頃末慰霊塔で

戦没者の盆供養を行いますので、遺族のかたはお参りくだ
さい。なお、当日が両天のときは翌日に順延します。

Ｓ舶ＣｋⅢ

た
ぎ
は
盗
せ
き
ミ
㌻
・
・

ちょっとした心づか

いも味のうち

（・日本専売公社・）

日　曜在宅医
8月12日　村田医院　内・児科　頃　末　書201・0745

8月19日　森田医院　内・児科梅ノ木田地審201・0616

8月26日　中村医院　内・児科　下　二　審201・5820

9月2日　有留医院　内・児科　吉　田　骨201・1394

9月9日　入江医院　外　科　頃　末　魯201・3320

診療時間は9時から17時　原則として往診は致しません。

あ　なた　の役場です　　電話（201）4321番

ーｌ

□
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門
　
㌧
　
ｕ
編
　
集
　
水
巻
町
企
画
財
政
課
（
電

・
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